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鯨類捕獲調査における海洋観測

しはじめに

近年、悶際捕富士委良会科学小委員会（!WCβC)

においても、従来の鯨類資源管理研究に加え、

生態系総合調査や複数額一括管理を合い言量産

に、鯨ま買を取リ号室く海洋生態系金体の解明に関

心が潟まっておリ、 lli研究所も1990年代後半か
ら、新しい海洋観測システムや百十議魚探解析シ

ステムの導入にカを注いできた。海洋環境は監事

類のま耳生物（カラヌスやオキアミ類、魚類、イ

カ類等）分布と密接な関係にあることが知られ

ており、海洋構造の解明は、；毘資海域内の館、類

分布や海洋生態系解明にとって不可欠であるば

かりでなく、毎年の観測によって海洋環境の長

期的モニタリングが可能となる。一方で、従来

の自視生物調査の資を維持しながら、限られ

た調査期間で如何に新しい綴測システムを活用

松岡耕二 （日本鯨類研究所）

していくかについての課題も残っている。

当研究所が南極海および北西北太平洋で実施

している鯨類撚滋調査（それぞれJARPA、

JARPN）では、調主主開始当初から主要な調査

である箆視、生物調ままと並行して海洋観測を実

施してきたが、近年の海洋観測機器の多様化、

潟性能化に伴って、その巡用も大きく変化して

きている。本報では、鯨主翼摘磁調査における海

洋観測実施状況とその成果について紹介する。

2.調査船と海洋観測機器の変遷

現底、海洋観測は第二共新丸（図 l）と男新

丸（殴 2）が実施している。 JARPA及び

JARPNでは、調査母紛日新丸の他に4箆の調

査齢、が活動し、通常は船団と独立して臼視調査

を行う第二共新丸が先行し、その後方で3！皇の
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綴本採集紛と民草野丸が捕獲活動を行っている。

本年6月現在の各調査船の海洋綴i!l!l機器（航海
計器を除く）を表lに示す。なお百十室主魚採、研

究室の有無、議査員の人数は、調査実施術で海

洋観測機器と笛接な関係にあることから、参考

として表に級せた。

XllT XCTnシス子ム

XBTシステムは航行中の議査紛よりサーミス

タと細い毒事線のセットされた水温測定プローブ

を投下して、船上のパソコンで水温の鉛直分布

データを処理するシステムである。プローブに

は水深300m、460田、 760m、1830mfllがある

が、 JARPA/JARPNでは開始当初から760m周

（船迷15ノット以下で使用可能）で観測を行っ

てきた．

1997年秋から導入したXCTDシステムはXBT

に電気伝導度（塩分）泌定機能が追加されたも

のであり、グロープは現在1,000m用（船迷12

ノット以下で使用）のみが製造されている。

XBTと比絞して犠分計測が可能になったことか

ら、海洋観測の精度が飛践的に向上した

(Mizuno叩 dWatanabe, 1998）。

XBT、XCTDともに目視調資中（通常は齢、速

11.5ノット）でも綴測が可能なことから、 CTD

（後述）のように海洋綴測のために停船する必

裂がなく、主主重な調査時間を問視調査に集中す

ることができ、非常に有効である反酒、高価で

あるという難点を持っている。箆視調査を滋優

先させる南大洋鯨類・生態系総資日WC/SOWER)

図l 第二共新丸（だいにきょうしんまる）。
鯨類目撹調盗に必要な設備はもちろんの
こと、 XCTD、EPCS機擦を務総。目視

調資を行いながら海洋観測、餌生物現存

数溺査（SIMIAD）を問時に行うことがで
きる、批界で唯一の鯨類目視総資船（共

同紛館株式会社従供）。
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では、観i鰐に時間と労力を要するCTDによる
観測は見送られている。

Q]2之与えム
メモリ一式CTD(SBE-19）による観測は、

現在男新丸において実施されている。観測は停

船した状態で行い、ウインチとワイヤーにより

綴測機器を所定の水深まで投入後、再び観測機

器を扱収し、パソコンによってデータを回収す

る。他に蛍光光度計の併用（水深最大600mま

で）が可能である。観測水深はその都度調幾可

能であるが、 500m観測で約40-50分程度を要

するため、目祝詞至まを最優先するJARPA/Jぽ PN

では自ずと観測回数等が制摂される。なお、観

測精度を維持するため、定期的な絞正が必要で

ある（通常年l回米国製造元で実施）。

~之込之ム
船底から取り込んだ海水の流議、水溜t、指分、

総物プランクトン色系、；告存重量索、観測日時、

観測位綬を連続的に観測し、表問生物環境をリ

アルタイムでモニタリングするシステムで、海

水流路系部とデーヲ処理部からも普成されてい

る。電気伝導皮センサーはCTDと同様に年1留

の絞正が必要となる。迷絞データを収集できる

ことから、従来観測されなかった表腐の小さい

潮目などの海洋環境変化を把仮することが期待

される。現在第二共新丸と~新丸に装備されて

いる。

図2，男新丸（ゅうしんまる）。
鯨類の毘視認王まと捕鯨装部立を鍛えた標本
採JR~a。 XCTD、 CTD及びEPCS機認が
捺裁可能であり、目視調まをと海洋観測を

同時に行うことができる（共同船舶株式

会社提供）。
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海洋構造と鯨殺の分布

li'i 406 ~＇） 

（若土，1993）。

今回線秘された闘将路綴流南側I立.3'1-の大鋭綴

な蛇行l立、ケルゲレンプレートri'J綴の海底地形
の路線によるものと考えられたが、上記渦の特

定にl主主主らなかった。 1999/2000年j立a~資では、

北部海域における定点、観測と観測点の域力nによ
る綴iJWfli皮向上が課題となった。

3. 

JARPA/J！収PNでは、海洋データと縁類毘視
データを｜得時に収集できる利点があり、 i司i時期

の海洋構造と!lll綴の分布をよりz洋紡！に抱擬する
ことが可能となる。

2) p十ll雷同級流南側境界と主主主主車絞の分布

i哲綴｝司綴流陶O出i克界周辺の±＂＊鯨殺の分布を
羽らかにするため、 1997/98年！立溺資で発見さ

れた主要最虫類について検討したe

ザトウヲジラは、この境界が大きく蛇行する

東経80～120皮聞に集中して分布し、特にこの
境界付近に沿って筏j立指数 (100マイルあたリ

の発見頭数）が向くなる傾向が見られた。ミン

ククジラl立、ぷJJ!tj/JJ域全体にj五く分布するが、
特にこの境界の南側で銃後指数がおくなる傾向

が見られた。シロナガスクジラ、ナガスクジラ、

セミクジラについては、発見数が少ないために

3. 1 JARPA 
JARPAでは1987/88年度から1996/97年度ま
でXBTによる鰍lljを爽施した＋その成采は毎年

!WC/SC等に報告され（Nag胡 obuet al., 1995）、

当研究所の生態系研究窓においてXBTデータベ

ース核保；作議が進められているc 1宮97/98年1立

からはxcrnによる綴泌が行われ、 llii!J'；水産研
究所低島幸皮域ilM午研究宅の協力のFに、綴測効
果、観拠点、設定方法等を検討するための予俄解

析が巡められている。表21こJARPAにおける機
器別海洋観測点数の一院を示し、 J;.(Fにその成

果の一部を紹介する。

炎上 JARPA/J！収PNに従事する訴H宝船の観測
;J,j-l'f.関係装備一覧表（200041'・6月現夜）

表2 JARPAにおける機器別；l制緩拠点数~'!i
(EPCSは第二共新丸と9lifr丸の合計稼
働日数）

伺
一
回
目
凶

続究窓関査員

ム

。

EPCS 

78日
214日

。
＂畳魚探

。

CTD 

66 
87 

EPCS 

。
。

XCTD XBT 

7
6
8
1
8
5
5
4
8
0
 

6
5
7
9
8
9
9
9
9
9
 

XBT 1xcro CTO 

。
。
。

年度

1987/BB 
1988/89 
1989/90 
1990/91 
1991/92 
1992/93 
1993ノ94
1994/95 
1995/96 
1996/97 
1997/98 
1998/99 
1999/20-00 

第二共新丸

館東丸

第25利丸
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1 ) l寄綴周綴流の線総

1997/98年度調査では、 1997年12月から：l!'"T'
3月までの期間に南総60!l)'以I布、＊経35～130皮
｜羽の広大な調査海域を対象に、詳＇ ·•·. ！＇＜、主計丸が悶

視認査中に計93点のXCTD綴測を実施したさ解

析の結果、調査海域内の沖合いを京向流するrll
綴悶様流の南側境界は、事現ね陶ll163～651立付近

に位佼し、東経80～100）主閲ではこの域界がI告
終日皮付近まで蛇行しながら北i：しているのを
磯認した（凶3a ）。このi者総同将流の陶在~j語

界の存在は、従来のXBT1綴測では特定が閣総で

あり、 xcrn観測の成よ主であるとし、える。
南極大陸を持ill-潟リに流れる雨綴j司綴流の件］
側筏界付近の；毎m:<i立、笠2；な栄JIU，品を含む段南
極i架際水のi兎昇域として知られ、オキアミ調査
や術祭鏑鯨時代の総務記録などの島幸析によって

ヒゲクジラ緩やマツコウヲジラの分布との関Jill
が指織されていた CT戸田， 1998) また、水産

庁 f関j干丸jやI持綴地域観測｜滋「しらせjによ

る観測では、本泌総て・1立海底J1!l形と泌!fl・流の彩
怒によって、 I有給641支付近に長径約500km規

模の陶北につぶれたI隠の渦が見runに、・Heんで主主常
的に存夜し、 I若様河f話器iの官iが蛇行しながら
割リ12'んて’きていることが明らかになっている

劉宝変鉛

3語新丸

戸、



分布の傾向をみることは縫しいが、セミクジラ

は発見水域が東経80～120皮閲に限定されるよ

うにとれる（図3b）。マッコウクジラおよび

ミナミトックリクジラは、調査；能域全体に広く

分布しているが、特に東経80～110！立問の大陸

棚斜頭上に分布する傾向が見られた。シャチは

調査海域全体に広く分布するが、主に氷縁付近

で笛度指数がi渇くなる傾向が兇られた（図3
c）。

東経80～120皮聞の海域は、海底地形と南極
j還緩流の彩警察によって燈111な＊＂意地を含む潔南
極探悶水のj語界城が存在し、大Ji！のオキアミ緩
やイカ殺の布在が想定される。さらにザトウク

ジラをはじめとするいくつかの鯨穏は、この海

域を霊妥な餌場としている可能性が示唆された

(Matsuoka et al., 1999）。

3）調査方法の改良と今後の課題

1997/98年度調査では、隠視調査を殺俊光と

し、 1釘l@H壬j忍の点でXα＇］）観i越を実施したが、
検討の結j荘、鋭拠点の間隔を綴カ 4定にするこ

とや調まま海域を均一にカバーする必~！生が指織
された。

1998/99年度調査から、 31"f立魚主事絡絞に1'1＇う
調査員2名体制lとなったことを機に、あらかじ
め設定した綴測点において正｛般に綴測を行う方

式に変更して、観測精度の向上に努めている。

また、 EPCSを熔いた表腐のクロロフィル笛度

分布データによる；弟子手域の特定や討経魚探解析

結果との！被合についても作業を進めており、さ

らに1999/2000年度の解析では、 1997/98年度

との比絞を含めて行う予定である。

3 .2 JARPN 

1994～1999年度の海洋観測絡は、東経170度
以西の西部腹立富裕循環域をほぼカバーしている

ことから、本データはミンククジラの生j以認墳

を明らかにするのみでなく、海洋椛巡の長JYJ変
動を把燦する上でも段重であるといえる。海洋

学の視点から見ると、北太平洋の百五怨結循J!}l域

は、半球規模の大気泌1,y，変動と密接な関係を持

ち、長周期変動の卓越するii~域である（Watanabe

and Miz叩 o,1994）。ここでは最も多く鋭機が

行われた沖合い海域（東経157-170皮！潟； 9i/JJ 
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区）の海洋構造とミンククジラの発見分布につ

いて紹介する。

I ）沖合い域の海洋構造

1994年、 95年には西部亜寒帯F循環の中心部を
広く夜う観測を実施し、 96年、 97年、 98年には

岡部亜~111循環の溺部の泌総域を中心とした観

泌を実施した。表3にJARPNにおける機器別

海洋観測点数を、図4に綴測点を示した。

北西太平洋の中日高終皮海域では、北海道東方

の北総40度、東経150皮付近と、北線41度、東

経165～170皮付近に特に強いフロント格逃が現

れることが知られており、前者は綴潮フロント、

後者は並；率帯境界とよばれ、共に亜空軍幣系の低

I晶、低Ji;［分水と商担ljに移在する亜熱殺循潔系の

高温、お綴分水のt売となっている。今回の海洋

観測からもこれらの海域で水温の南北傾皮が強

くなり、水；昆前線が存在することが観測されて

いる（Watanabeet al., 2000）。

Z）海断水i晶の季節変化
沖合い域の季節変動を認ベる目的で、海耐水

温の季節変化（終皮待）を調べた。水温の南北

勾況の強い佼；置は一年を通じて移動することが

なく、上記の'ill~率格境界の季節変動は小さいこ

とがわかった。鯨1が発見されやすい11℃前後の

海添水温に各回すると、この水温機は、 l月か

ら5月までは、北線40皮付近にあり、 lまぽ盟主事

椛境界の詩I担~に位i設する。 6 月にかけてゆっく

りと北上し、北終42皮に淫する。 7月以降急激

に北方へ拡大し、 8月には調査海域全体の海図
水温は10℃以上になる。この海面水溢の変化は、

この海域で発見されたミンククジラの北上悶遊

に対応するものと考えられる（図5）。

表3.JARPNにおける機iili別海洋観測点数一
堅苦（EPCSは第二共新丸における稼働回
数）

年度 XBT XCTD CTO EPCS 

1994 62 
1995 58 
1996 65 
1997 63 
1998 51 
1999 42 22 32日
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関3a. J必 PA-1997/98におけるX口D観測点（自主主）と潟E草地形図。災級は観測された南極

周在童話t南側主語界を示し、その北側を件J綴！判事！！流が来持］きに流れている占破線は街fil写
災と総資船からの綴iMWi綴によりjj［定した氷室主ライン。

ラ

A
V
M
W
M
W

ジ

V
3
1
3
9
d

B
B
日

ミンククジラ

。1 却 50
@ !O _.., !00 

~！Oい 1500

図3b. JARPA-1997 /98において観測された溺筏周綴流I組側境界（災総）と発見されたヒゲク

ジラ鋭の終Ill:絞Ill'！店主グリッドごとの盛’l主指数（100マイルあたりの発見ITfi数）。彼線
は僚恩写真と調査時打からの綴測悩報により推定した氷総ライン。

上図ザトウクジラ、下関 ミンククジラを示す。
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シロナガスクジラ

A
A
a
A凸

セミクジラ。1へ、 i
05々 10
@10 ~ 200 

［~［ 3 b. (i泣き）。 t問。シロナガスクジラ、中I主I：ナガスクジラ、 flきlセミクジラを示す。
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口！” 10

白10付 20

目的” 50

シャチ

。！付 20

820勺ω
①100汁。。

図3c JARPA-1997/98において観測された限緩j喜怒流南側域界（実線）と発見されたハクジ

ラま震の終flt経俊1皮グリヅドごとの密度指数 oooマイルあたリの発見頭数）。破線は
衛星写災と潟まま紛からの観測悩報により縫定した氷縁ライン。

上関 マッコウクジラ、中図．ミナミトックリクジラ、下図．シャチを示す。
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関4.Ji収PNにおけるXBT/XCID観測点（Watanabeet al., 2000より）。
÷ 1994 誌を : 1鈎5 0 1996 × : 1997 ・19鎚 + 19鈎
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関5.北西北太平洋における月別の表隠水温とミンククジラ分布との関係

(Watanabe et al., 2000より）。

3）ミンククジラの北上関遂と災関水温

災4に1994～1999年皮 JARPNにおける月別
のミンククジラの±￥）！な発見水域、ミンククジ

ラ発見待の表Rll水i晶、間内容物調査による主主主
館生物の関係を示した。沖合い海域である9海

底では、ミンククジラ発児島章皮は北線38～40！立
( 5、6HJから北緯42～47皮（ 7、8月）ま
で北上しているが、発見時の表問水溢は5月か

ら8月間で11～13℃とほとんど変化していな
い。一方で主主富鉱生物は、 5～6月ではカタク
チイワシ、 7～8月からはサンマに変わってお

り（Tamuraand Fuj阻e,2000）、春から哀まで

のミンククジラの北上回遊と餌生物、さらに表

隠水混分布が密接な関係にあることが明らかに

なった（Matsuokaet al., 2000）。

no 
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表4. ミンククジラの主要な発見水域、発見時の表厨水読、主姿宣耳生物の月別変化

(Matsuoka et al., 2000) 

滋域 オ吋トツク海南部

,j憾区 II 7 

態度 142司 14s'30’E 日本沿岸－150°£

水深 i依ト15側)m 2叫4ぽ肋n

主型軽な 搭史跡 主要 さ巳暫a 発師寺

強見純度 のホ認証 餌生物 発見純度 の水ill

5Jl 3940"N車 7・10℃

6月 4H3'N •• 9・c. 15℃ 

7月 4445'30N 11-13°C Kr 

8月 4445'30明日ー11C Kr 4H3'N判 15・17℃

9月

4.今後の課題

4. 1海洋観測継続の必婆性
J総 PA/Ji四 Nにおける海洋観測は、海洋＇＊
t克と鯨類の分布、海洋環境と餌生物分布との関

係を明らかにする点、で非常に有効であリ、今後

さらなる解析が期待されている。また、毎年一

定レベルでの綴測を綴み重ねることによって、

海洋線機の知；器、長期にわたる環境変動をモニ

タリングできるという利点もあろう。特に南極

海での海洋Z軍機調査は、海域の特殊｛生から4まえ
ても大変議室主なものといえるe 鯨綴捕獲量寄蕊に

おける優先Nl'l伎は、回復、生物溺査と比絞して
低くなることは否定できないが、今後とも海洋

観測を継続していく必愛がある。

4.2観測体制（観測から碁礎解析まで）
の確立
国頭でも述べたが、設近の傾向として鯨績を

取り巻く生態系や海洋潔坊の変化、地球温暖化

によると考えられる際極海や北太平洋の潟洋構

造（氷縁）変化と鯨類の関係、また総支買の鈍生

物（オキアミ類、イカ類、魚鎖）と鯨類の主!l食

関係、さらには漁薬との競合関係などに研究者

の関心が高まっている。これらの問題に対応す

るための当研究所の海洋観測体制の盤鱗はほぼ

完了したと思わ~iる。

今後l立、 1 ）調資海域、調主主目的に合った観
測機器の使い分け（特に船団で行動する際の各

主要

餌生物

Ja 

la 

Ps 

9 

北蕗北太平洋

8 

150 -J51E 

4αlOm< 

主認な 猪見時

諮問組 の＇＊＂

39・叫N ll'C 

40-41'N 10-II'C 

4143'N 9-IO'C 

Kr：オキアミ
Ja.：カタクずーイワシ
Ps：サンマ

主要

鰐生物

Ja 

la 

p, 

9 

157-170'E 

4αlOm< 

主配t 事選晃府

発見像度 の水温

3840"N 10-12°C 

3S41'N 11-12'C 

4045唱N 11－日・c

4241N 13-14'C 

・7海区東俗博域
判逃東海域

議事事

＂＇生効

Ja 

Ja 

p, 

Ps 

紛CTD,EPCSの活用方法）の検討、 2 ）調王室t~

及び梁総長に対する観測機器操作や管理方法の

周知徹底、 3）次回調査へのフィードパック

（実験回数、観測点設定方法など）を鴎的とし

た各海洋綾部データの基礎解析作淡の省力化、

が当日5の諜題であろう。

4.3他の研究機関との共同調査
海洋生態系総合調査の必要性は今後ともi弱ま
るものと考えられるが、溺査項目が多妓にわた

りかつ広大な調まま海域をカバーしなければなら

ないことから、｝研究機関の総資では調主張期間、

予算などの阪で自ずと限界がある。当研究所が

関係する滋近の殴際研究機関の共同調査仰とし

て、 1999/2000年度の南極海モニタリング海域

（多少のずれはあるが）において、 !WCが鯨類

の目視、音響、バイオプシー調査などを担当し、

南極海洋生物資滋保存妥民会（CCAMLR）が

オキアミ潟査を担当した例が挙げられる。さら

に！WCは、 2000/2001年度の南極海において

GLOBEC南大洋研究計画との共同認畿を現在

計画中である。 JARPA/JARPNでは、管絡する
水域及び関係国との総務が必要となるため、上

記のような国際研究機関との共同調査にはかな

りの労力とII寺聞が必要となる。当面は濁内の水

産庁研究所をはじめとする研究機関等との共同

調査もしくは協力体制を検討する必要があろ

つ。
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アイヌ民族のクジラ利用文化

1.はじめに

アイヌ民族とクジラとの深い関わりは古く考

市学的文章tに始まり、北海道紀行文、民話やi現

岩崎・グッドマンまさみ（北海学図大学）

野本正博（アイヌ民族博物館）

藤島法仁（鹿児島大学大学院）

--10---

や約りの中に見られ、アイヌ民族がクジラ淡i窓
を多方面に利用した事実をものがたっている。

さらにアイヌの古老を対象とした聞き取り識変

では、アイヌの人々が近年に変るまでクジラ資
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託事を利用してきた撃は明らかである。これらの

資料を再検証する努力が渡部（1992）や秋道

(1994）によリなされているが、本報では過去

におけるアイヌ民族とクジラの関わりを明らか

にするだけに止まらず、現代社会においてクジ

ラとの隠りがどのような定、味を持つのかという

問怒を現代に生きるアイヌの視点からとらえ

る。

2.文献が語るアイヌ民族と
クジラ

北海道に住む人々が古くからクジラ淡源を利

用してきたことを示唆する考古学資料は古く終

文時代にさかのぼる事が出来る。函館市椅綬2

i遺跡からシャチ却の土製品が発見されている
が、この土製品は終文中j留に作られたと考えら

れ、シャチをあがめたアイヌ民族の儀式に通ず

る宗教性を感じるものとされている（落合，

1992）。また車童文時代のi誼跡とされる来型I限各巡
跡からイルカの頭蕊を放射状に並べた宗教儀式

を恩Jっせる遊物や、大撃に秘み上げられたイル
カのfiJ!蕊が発掘されている（商本， 1985）。さ
らに根室市の弁天島貝塚からは、量｜入れと見ら

れる胸骨製容器が発掘されている。この容器の

表面には船に桑った数名の人がクジラとみられ

る大型の海献を捕獲している綴子が揃かれてい

る （大ft.1982）。これらの人々がアイヌ民族
の祖先であったかどうか、またこれがクジラな

のかという疑問にたいして明隊な答えはまだな

い。しかし様々な考古学資料からクジラやシャ

チなどの海献を檎獲して利用する文化は古く銘

文時代からあり、オホーツク文化人や近世アイ

ヌ民族も肉様にこれらの淡源を利用してきたと

考えられる。

1600年代にはいリ、北海道を訪れた探検家遂

によって残された記録の中には、当時のアイヌ

民族がクジラを利用していた記述がある。 171旦

紀の中期に北海道へ金・銀を求めてやってきた

オランダの探検家遂の記述によると、「彼ら

（アイヌ）の食料と栄養物は魚、鯨の脂肪、魚、

油、野輩、アツケスイには堅金富にある赤いバラ

の実などである（北総， 1983）。Jまた「（アイヌ）

男子は魚油、鯨の脂肪、燦製の鯨の舌、各認の

11 -

毛皮、およびぬの羽根を日本の住民と交易する

（北機， 1983）。j と記録されている。さらに

f原住者l立、他の場所と同様に、多くの鯨をと
ることを知っていた（北構， 1983）。Jと記述さ

れ、当時のアイヌの人々がクジラを捕獲する技

術を持ち、食料や交易品としてクジラを利用し

ていた事を示唆している。同線の記述は｛也にも

残され、津軽語審の記録にはアイヌから和人への

交易品として保存用に干したクジラの肉などが

アイヌから和人に嫡られていた事が記されてい

る（羽原， 1939；奥山， 1966，阿部， 1984）。

さらに板橋（1989）は北海道では古くからク

ジラ淡源が利用されてきた事を示す根拠とし

て、いくつかの記録をあげ、「敦賀郡誌Jに記

録された r:1注文七年雑記」（1667年）には松前
から現夜の福井燃敦賀港に巡ばれた品物の中に

クジラが含まれていたことや、 r~官経一統志」

(1669年）、「蝦夷土産J0790年頃）や f三00通
路図説」にも悶様の記述が兇られること、さら

に f松前誌J(1783年）では、アイヌがクジラ

の捕獲の際に弓矢を用いたことが指摘されてい

由。

クジラが松前務の重要な援物としで流通する

ようになると、しだいに読書はアイヌ民族が寄り

クジラを利用する惑を規制するようになってい

った。事保7年（1722年）には錠が布j嘉され、

アイヌの人々が寄りクジラを発見した場合には

町奉行所に報告する毅務が探せられるようにな

った（雄武町， 1962）。このような管理体制は

オホーツク泌側のアイヌ集落にもおよび、言寄り

クジラの配分が務府によって決められるように

なっていく。さらにこの地域の場所総け負い制

度はアイヌの労働力搾取に大きく煽り、その結

果アイヌの人々は漁労や狩猟の自主性を失って

行くこととなった（奥山， 1966）。

1800年代に北海道を探検した松浦武四郎の

「蝦夷日誌J（吉岡， 1962）にはクジラに践する

記述が各所に見られる。その多くが北海道沿岸

にクジラが多く悶遊している状況の綴然や各地

のクジラに関わる地名に関する記述である。し

かし北海道南部に関しては、惑を用いた銘や槍

を打ち、後に打ち上がったクジラの様子や、そ

れを食べた人の死亡事放に関する記述などがあ

り、他の地域とは異なった特徴が見られる。さ



らに興味深い文献としては、千議県勝山i甫で捕
鯨を始めた援隊緩兵衛の7{-1;§定綴（さだっぐ）

が北海道での捕監事r,u~震をめざして、安政 3 年
(1856年）に北海道の南岸から東岸にかけて旅

をした。その符に兇たアイヌの捕鯨の総子を

「幼稚な蝦夷人の突棒捕鯨Jと描写している事

から、この当符にこれらの地域のアイヌは銘や

檎を用いてクジラを捕獲していた事が解かる

（福山， 1943）。悶じ安政年間の紋別場所の記録

（小川， 1998）には、寄りクジラを発見したこ

とが報告され、それを役人が見分に出かけた後

にクジラの解体がおもこなわれるという記述があ

る。この一年間に紋別地域で2聞の寄りクジラ

が記録されていることから、その当時もオホー

ツクf毎のクジラ淡淑が'llllllであったことがうか
がわれる。寄りクジラの配分に｜刻しては、その

3分の lは上納され、発見者であるアイヌには

3分の lが淡されると記録されている（小J11, 
1999）。 iTr紋日Uf!J史（紋別市， 1979）にも問機
の記述がみられ、同市史は~政年間（1789年～

1801年）の記録である f蝦央総奇綴Jを引用し

て、当時のアイヌが流氷で｛怒を負ったクジラな

どを舟を出して引き寄せてきて利用していた様

子を品目介している。またクジラの一部は「御用

車車」として潟切りクジラ肉を箱詰めにして送っ

た事を記述している。同じ頃の記録としてアイ

ヌが岸に打ち上げられたクジラを食料として利

用している記述（阿部， 1984）やクジラが岸に

上がるとその地域の長が配分を決めた（奥山，

1966）などの記述があることから、 17世紀.18 

世紀頃にはアイヌ民族のクジラ利用文化が確立

していたと考えられる。

アイヌ民族による捕鯨と函館との関わりは後

にさらに深まり、 1855年から後総領期に江戸手権

府は改めて捕鯨楽に強い関心を示し、アイヌの

クジラ漁に注目した。当時 f監事訴lのf壬jが松浦
武四郎とともにクンヌイに赴き、その地の古老

にアイヌのクジラポ1法について聞いたことが

f成午東西蝦夷山JII取調日誌J(1858年）に記録
されている（伺端， 1990）。この記によると、

古老は50～60年前には議を仕掛けた矢じりを付

けた矢を大勢のアイヌカ王クジラに向かつて射

り、後にそのクジラが浜に流れおくのを待つと

いう漁を行っていた総子を語った。このような

。，ul
 

鯨研述倍

漁法は明らかに本州の線組の漁法とは異なるも

のである。

3.クジラに関わる地名
－民話・唄

アイヌの先祖は北海道の各地にアイヌとクジ

ラの深い関係を記す地名を残した （吉田，

1962；山田， 1984）。 7ンペやその変形である

ウンべという言葉の入った地名が多く、フンベ

山、 7ンベサバ、フンベの潟、などが知られて

いる。 7ンベオマ・ナイという地名は紋別な

どのオホーツクj毎朝lのアイヌ祭器など北海道各

地に見られる（伊藤， 1978）。この地名は海岸

にクジラが上がったところのJrIという意味だろ
うといわれている。白老町にはオソロコツ（尻

の窪み）とイマニツ（それを綴く串）という地

名があるp その謂れは、普アイヌの文化事，，が、

海岸でクジラの肉をよもぎの串に刺して焼いて

いたら、バチンと音がしてその串が折れた。文

化事jlが驚いて尻餅をついたE昔、がオソロコツで、
海中の岩が主主った串だという （山田， 1984)

これらの地名は現在その地域で生活する人々

に、アイヌ民族とクジラの関わりを日々呼び起

こしてく ~iる。

アイヌ民族とクジラの関わりは古くから伝承

されてきた民話や詩歌、また筒1りなどに明らか
である。その中でアイヌは留をもたらす容在と

してクジラに感謝し、さらにアイヌとクジラの

良い関係が総統する惑を祈っている（知H呈，

1986）。

大きな鮫が寄りょがった

まあうれしい

洲本誌が相，，認にのってお出でになった

わしは大関大きな鯨だから

庭の上から

冷たい空気や鼠に

吹き上げられる

アイヌの古者が歌う歌に7ムベカムイ イフ

ンケ（クジラ神の子守歌）があり、その内容は

「鯨の神様がメノコ（女）を嫁に欲しくて人間
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に姿を変えて、繍さんになったらそのあとに鯨

を践に上げてやる約束をしたのでたいへん幸福

になった（札綴テレピ放送株式会社， 1983)J 

というものであり、この軟にもクジラがアイヌ

に恵みをもたらす喜びが歌われている。ユーカ

ラ（アイヌの伝承による叙事詩）の中にもクジ

ラは登場しており、アイヌ民族とクジラの結び

つきの深さがうかがえる。 ft圭ぬフリと白ギツ
ネjの中には、ブリという巨大な烏が丸ままの

クジラー頭を抱えて飛んできて、一口食べさせ

て欲しいと言う白ギツネの神の願いを無視し

て、エゾマツの校の上にクジラを・1t1いて食べよ

うとする。腹をたてた白ギツネの神がフリに呪

術をかけて、クジラを横取りするという認しが

出てくる（潔聖子， 1998a）。また「襟裳削！のシャ

チの神」というカムイユカラはシャチの妥にな

った娘が、その事を悲しんで泣く母親に襟主主抑

にクジラを寄越してなだめ、それ以来襟：髭~Ip に

クジラが寄り上がってクジラの脂身を食べるこ

とが出来たという話しである（後野， 1998b）。

祭リなどでE揺る「寄りクジラの織り」は釘名
である。アイヌはこの繍リをwmる惑によって、

クジラが浜に仁がるという袈ましい結果をあら

かじめ先閉マりして液じ、それによりその巡りの

現実が起こると倍じた。この踊りの形態は地域

により多少の差はあるが、締りの持つ足立味は共

浴して寄りクジラを得る惑びを表現している

（北海道教育委員会， 1968）。クジラになる一人

が:lii「物をすっぽり被リ、中央に横たわる。そこ
へ盲人の老婆をまねた人が杖をつきながら歩い

てくると、何かにつまずく。杖や手で確かめる

と、クジラて’ある事に気がつく e 者主主l立大声で
クジラが寄り上がった芸評を知らせるa 知らせを

聞いた村人が背負い袋を下げて寄りクジラの紋

を歌いながら集まってくる。クジラを閲んで肉

を背負い袋に入~'Lていると、カラスがあっちこ

っちから鳴きながら集まってきて、クジラをつ

いばもうとするが、村人に追い払われる。肉を

分け終わった村人が、 l唄を日貝いながら紛って行

く。カラスは残りの肉をついばみ、 mび去って
いく。後にはぬけがらのま宝物が残る。これらの

民話や鏑りは現在アイヌ芸能として、若い11!：代
のアイヌに綴承されている。
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4.アイヌが語るアイヌとクジラ

関き取り調査の中で現代のアイヌi塞がアイヌ
民族とクジラの淡いIMIわリについて語ってい

る。アイヌはクジラがもたらす盤かな資i涼を無
駄にしなかったと滞る釧路の山本多助エカシは

クジラの保存方法について次のように語ってい

る（新谷， 1979）。

クジラを主!lるとな。波打ち際に大きな穴を

掘るのだ。そこへクジラを域めるんだが、

それがちゃんと潟水がしみこんでくる位の

深さに掘る。そうすれば、海水でクジラの

肉もffilることはない。アイヌにはアイヌの
やり万がちゃんとあるんだ。

鹿や11!¥なといの降の繍乳母b物と同様、クジラを
アイヌは好んで食べた（パチエラー， 1925，金

田一， 1961）。クジラの調理方法としては鯨油

をとり、それをオハウ（汁）にかけて食べたり、

肉を大きく切って潟水で来、て織で味付けする智ー

があるが（名取， 1940）、殺近の閲き取り総資

（北？毎道教育委員会， 1992）で、釧路の古老が

以下のように述べている。

クジラが上がる事がある。春先、海の氷に

はさまって伴に上がった。その時は7ンベ

の神にカムイノミをした。解体を手伝いに

行くと分けてもらえた。人背負い分ももら

えた。峨ゆでにしておやつ代わリにしたリ、

泊も係った。泊はピンに入れた。 fクジラ

巡りjというのは聞いたことがないが、ト

ウキ（杯）をあげてノミ（祈り）をして鎮

を食べた。

滋l. 7ンペリムセ（鯨の約リ）。
-'i¥rリ監事を際1い臣官られてきた芸能ロ
fアイヌ民放博物館J提供。



また他の防き取リで、ある古老は fその油は

イモを煮たのにかけたり、野菜を妙めるのに、

毎日熱して溶かして使ったが、 2年ももった。J

（北海道教育委員会， 1995）とクジラの油を有

効に使った事を述べている。紋別に住む古老は

子供の頃のクジラの恩い出を以下のように語る

（岩崎， 1997）。

子供のb員、クジラが岸に tがると肉と脂を
もらって、母親が少し肉のついた脂の部分

に塩をつけて屋根の上に干し、ベーコンの

ようなものを作りた。それを畑をしている

人のところへ持って行って野菜や米と交換

した。

食料以外のクジラの利用法も多機であった。

鯨油は食料として用いる他に提言火燃料として賂

いたリ、ひげは紛を作る際に板を綴じるために

用いたり、キテの刃を支える部分にはクジラの

骨が用いられ、それぞれの部分を有効に利用し

た（名取， 1940，愛野， 1978）。子供の頃（約

50年ほど前まで）に鯨油を燈火燃料とした容を

記憾しているアイヌの古老もいる（結附，1998）。

クジラの脂をE塁線に絞いておくと、泌が滴
ってくるa それを入れ物にとり、布で芯を

作り、欠けたサンベ姐に鯨油と；；：；を入れて

ランプにしていた。食料としても大事だっ

たけど、豊富、illiや魚油は生活の核だったね。

アイヌの捺鯨にI認する綴も詳級な記録は1938
年に名取が残した路き取り溺査である。畷火j電

で生涯2度、クジラを掠った古老がその体験を
ヨヨ三又
山·~.

図2 イタオマチプ（板綴紛）。

一総iii!.や交易に使用された。
「アイヌ民族博物館」提供。
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鯨研通信

ある日、長万部iで午前日時頃、魚をとって

いるさいにコイワシクジラを発見。殻初に

キテ（回転式隊~モリ）を打ち込む。それ

から 1時間後、クジラがI手き上がったとき

に二番モりを打ち込む。クジラがまた水中

に沈む。 1時間くらいしてからまた浮上し

たところを三番モリをいる。そのままクジ

ラに引きずられて悪戦苦闘する。日が達率れ

てきたので、浜の人々に応援を頼み、さら

に十数受の船が参加してクジラにモリを打

ち込む。 ・ 中島告ークジラが浜に上がる

と、アイヌの古老はイナウを立てて、クジ

ラのいる機にゴザを敷いて神に祈りを絡げ

た。

名取（1940）はこの当時捕鯨に佼われたキテ

と呼ばれる銘について、銘がクジラの体に刺さ

ると銘皇賞がシャフトから憐れ、問車足してクジラ

の体に残る仕組みであり、日大なクジラを捕獲

するためには銘顔、にトリカブトの干与を塗り、そ

の効果をi認めた事を記長草している。またアイヌ
が漁に使う紛は、全長約3メートル、丸太をく

りぬいて底部に板をつなぎあわせ舷側とした小

紛で、 2-3人が乗り込んでいた。男主主が漁に

出ている閥、 9:.や子供は霊長で静かにし、室長から
物を出してはいけないし、人に物を与えてもい

けなかった。

更科滋絞（1955）も自主程の調資ノートに長万

部地方の古老に悶いた話しとして、名取と同級

のキテを用いたアイヌ撤鯨の様子を記録してい

る。更科（1955）はさらに八雲地方のアイヌ古

老にlllJき耳Rリをし、アイヌの人々がトリカブト
をカラスやキツネの組汁と混ぜて竹槍につめて

クジラに投げつけるという方法を用いてクジラ

図3 キテ（銘先）。

i毎盟I；告や大型魚類のf商務に使用された。
「アイヌ民族博物館j提供。
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を捕ったことを記録している。このようなクジ

ラj創立合理的であり、言語が効いてクジラが潔務

するとそれを発見した人が竹槍に印されている

室長紋から誰が射たものであるかを判断して、そ

の人のところに連絡したと記録されている。言語

をつめた檎を用いてクジラを捕った記述は紋日j

地方にも見られる（紋別市， 1979）。

ー滋近の翻き取り調査ではほとんどのアイヌの

古老が寄りクジラの体験を諮っている。 1949年

に白老地方の浜に上がったクジラについて下記

の通り、省者が諮っている（勝村， 1976）。

クジラは1949年6月8日にレプンカムイ

（シャチ） 2頭に追われて、逃げ場を失っ

て白老の浜へき表リ上げた。浜辺でばたつい

ているうちに綴波をうけてどうする惑もで

きないでいた。沖ではレブンカムイが獲物

を横取りされたと忍っているのか知らない

けどキーキーと泣いて海上をボンボン跳び

はねていた。クジラは長さ3間もあったが、

これでも赤子だという。

この時、クジラを解体した後、年寄り遂に

よリ簡単な送り儀礼が執り行われた。其の

ときの祈りの言談は下記のようであった。

私遂のコタンにわざわざおこしになって大

関ごくろうであった。親元から隠れてつら

かろうが、これもみなウタリ（綴族）のた

めに、肉や皮・泊などの土産を持参してい

ただき、全くありがたい。

1986年に白老で行われた開き耳元リ調査で明治

31年から大1El2年の問に生まれた古老主主が白老

近郊でのクジラやシャチとの関わりを下記の返

り諮る（アイヌ民族博物館， 1985）。

クジラは漁で捕るというよりは、比較的偶

然に綴れたりする挙がしばしばあった。

シャチに追われてあがったらしい。 2トン

くらいのが戦後に捕れたことがあった。年

寄りがi中の神に礼拝し、そのクジラは解体
された。その後、浜をきれいにするといっ

た滋味のカムイノミを行った。クジラはま

ず捕るという気で捕るといった事はあまり

ない。キ子はカジキマグロのを｛史っていた。
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この閲き取りで明らかになったことは、この

当時すでにアイヌは寄りクジラを利用する権利

を奪われており、クジラが浜に上がると、その

地域の漁業権を持っているi商議者が優先的にク
ジラを得る権利を主張し、伝統的なアイヌの権

利が認められていなかった。オホーツク海部時の

紋別にも緩後と思われる寄りクジラを記悩して

いる古老がいる。それは約60年程前の出来惑だ

った。

私が4-5織の畷だったか、紋別の浜に流

氷に挟まったクジラが寄ってきて、部落の

人主主20人くらいでロープにつながって、手

には先にカギのついた竿を持って、それで

（氷を）ついて安全を確かめて渡って、ク

ジラを引き上げてきた撃を覚えている。元

紋~uの流氷館のあたリです …中絡・・“そ

の後にシャチが上がったことをMei除してい
る。それも食べたね。（岩締， 2000)

クジラの中でもシャチはレプンカムイ（沖の

神）という特別な名祢で呼ばれ、クジラを岸に

追って来てアイヌにF!Jみを与えるZ長から、陵の
熊と比較されるほど大切な神様として扱われた

（金田一， 1961；マライニ， 1994）。アシベ文と

呼ばれるシャチのセピレ文は海岸地域のアイヌ

だけではなく、広い地域のアイヌの彫刻に見ら

れる（アイヌ文化保存対策協議会， 1969）さら

にアイヌの男子の室長系を擦示する室長紋としてシ

ャチの背鰭の部分が用いられている（名取，

1940）。白老地域の古老がシャチについて語る

（アイヌ民族博物館，1985）。

シャチはカムイと呼ばれていた。シリカプ

（カジキマグロ）と同じ位の場所にいて、

誰にも手がつけられないほど狩猛であった

ところからカムイと将ばれていた。務猛な

ので恐ろしい闘にあったことがある。群れ

をなしてクジラを磁うことがあり恐ろしい

ものだ。 jtf1漁にてeているときレプンカムイ

が舟に近寄ってくるときがある。こういう

ときはすぐ弁当の一部を舟からレプンカム

イに向かつて海中に流すものだという。こ

うすると神はそれを押しいただいて食べ、



た館、類が多く岸に上がった惑から、木製のシャ

チをイナウで飾り、その下にシャチがもたらす

クジラ、イルカ、海豹まどの海の宰を木で裂取

り、横一列に下げる fカムイニリ」を作り、室長

の中のシントコなどの宝物の鐙かれている上に

つリさげ、それに向かつて祈りを上げた。この

「カムイニリ」が1990年に復元され、余市でも

レプンカムイの伝承が守られてきた惑をしめし

た。

最近、数卜年の空白の却j聞を絞てカナダやア

メリカ合衆悶の先住民族によって捕鯨を再開す

信通叩f針｛

その人へ；魚をさずけ、航海の安全を確保し

てくれるものであると。

現在に生きるクジラ文化

アイヌとクジラの関わりはもはや過去のもの

となってしまったのだろうか。最近みられるア

イヌ伝統文化の復活の動きの中で、より多くの

アイヌが「クジラ踊リJを路iリ、ウポポを主主い、

民話の中でアイヌとクジラの関わりを語るよう

になった。当然これらの伝承芸能の持つ怒味は

100年前とは異なり、現夜のアイヌ民族が自ら

の伝統文化を維持再生しようとする努力であ

る。寄りクジラを隠って翻った先祖逮の怨、いと

は呉なり、今「クジラ路iリjをE揺るアイヌの
人々はアイヌ民族としての自己のアイデンテイ

子イーを採っているのではないだろうか。

5. 

図4.現在使われている「シャチの家紋」。
私迷の先祖は「捕鯨jとか「寄りクジラJ

というかたちでクジラを利用していた。現

代に生きるアイヌとして、その事実を誇る

べきアイヌ民族の伝統文化として誘ってい

きたい。その誇りがアイヌ民族のアイデン

テイティーを現時代に再生させていく拠り

所となる（岩崎， 1997）。
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沖の神としてアイヌに崇められたシャチのひ

れを製取った室長紋は、現在儀礼を行う人や彫刻

をする少数のアイヌに受け継がれている。シャ

チの紋はこれらの人々に自己の室長系を託すもの

であると伺時に、アイヌ民族の伝統を受け継ぐ

者としての詩りという力強い怒味を持って用い

られているのである。シャチの家紋を継承する

誇年が語る。

室長にあった儀礼の杯に刻まれていたレプン

カムイの印を自分のマークとして活用して

いますe 刻みを象徴するシャチに対しての

思いは強く、このマークを使う芸評に誇りと

強いまを任を感じています（岩崎， 1997）。

6
 

アイヌとクジラの伝統的な関わりを復活させ

る努力は「カムイニリJの復元にも現れている

(j古木， 1990）。昔、余市浜ではシャチに追われ
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る努力がなされている。これらの民族は先祖が

行った撤鯨を継承する警は、現代に生きる民族

にとり翠姿であり、そこに民族アイデンテイテ

ィーの拠り所があると主張する。クジラ淡詰去を

利用する伝統をもった先住民族の間には、時間

が；躍す惑の出来ない深いつながリが誕む1えされて
いる惑を、実証しているのではないだろうか。

海を悶てた日本では、 1997年に施行された「ア

イヌ文化の振興i並びにアイヌの伝統等に隠する
知識の琵’及及び望書発に泌する法持むの精神を反

映して、現代に生きるアイヌが伝統文化を礎と

して自らの民族アイデンティティーを確立する

歩みが始まっている。アイヌ民族のサケ儀礼が

復活し、サケ漁の始まる時期には北海道各地で

アイヌによる儀礼が行われているe数年前には

伝統的シカJ)j¥が復活した。このようなアイヌ民

族伝統文化の復活という大きな流れのなかで、

過去のクジラとアイヌ民族とのつながリを再縫

認し、それを新しい1世代に伝えていこうとする
復活の新たな鼓動が始まっている。
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岩崎グッドマンまさみ.2000. フィールド

ノート．

盗塁子茂 1978. アイヌの民兵 すずさわ2鈴鹿，
東京．

号室野茂.1998a. i'r野茂のアイヌ神話集成 I.
ピクター，東京．

笠野茂. 1998b. E室野茂のアイヌ神話銀成 3.
ピクター，東京．

金留一京.1111.1961. アイヌ文化志、金田～京助

選~II. 三省堂，東京．

北総保'B.1983. 1643年アイヌ社会探訪記．雄
山儲出版，東京．

マライニ， フォスコ（Ma四iniFosco). 1994. 

アイヌのイクパスイ．アイヌ民族博物館，白

老．

紋別市.1979.新紋別市史

名取武光. 1940.北海道噴火湾アイヌの捕監事．

北方文化研究 3 137同161.

iffi本~弘、イ也 1985. 重b物学．考古学11: 91-
95. 

落合治彦. 1992.函館周辺の捕監事事悩．函館昔

話 4: 5（ト60.隠館パルス企闘．

小Jil昭一郎.1998.モンへツ場所諮問心の公務
日記.l菖都大学紀星雲教蓄を剖iE富17号’ 1-43.
小川llB一部 1999‘モンヘツ場所諮件数付道
朝日大学紀要社会福祉部第23号 1-63. 

大井rn自努.1982. シンポジューム・オホーツク

文化の諸問題．学生社，東京．

奥山苑 1966，アイヌ主主亡史，みやま投勝，札

綴

封t主主mr.1962.雄武町の隆史



札綴テレビ放送株式会社（綴） 1983.エカシ

とフチ，札綴．

更科滋滋 1955. コタン探訪緩（調査ノート）

新谷行.1979. コタンに生きる人びと．三一番

房，東京．

田端宏.1990.開港と随館の産業経済．函館

市史遊説編第二巻，函館市．

渡部裕.1992.アイヌの海獣狩猟北海道立北

方民族博物館研究紀要第l号ー 53-76.

鯨町f通信

l幻E日秀三.1984.北海道の地名．北海道新間半土，
札幌．

吉田常吉（綴）_ 1962.松浦武四郎鍛爽日誌

（上・下）．時事返信社，東京．

（付記）本務は平成11年度北海学図学術研究到J

µJi:一般研究（課題名 f~ti毎滋における

先住民族のクジラ利用文化」）による成

果をまとめたものである。

日本鯨類研究所関連トピックス（2000年明～2000年5月）

第32回水産資源管理談話会の開催

ill研究所撃をi昆管理研究センターが主催する綴
記会合が、 3Jl8日午後に当研究所会議室におい

てお名の参加の下で開催された。今@Iは、北海

道区水産研究所の4白井誠氏が「PICESと水産資

源管理の科学」、水産庁研究指導課の和田時夫

氏が「生態系ベースの資滋管理Jと怒する話題

を提供し、それらの話題について活発な笈疑応、

答が行われた。

公益法人の業務及び財務状況の検査の実

施

3月27日水産庁遠洋繰鈎ぬ係長及ひ7認回係長
により、当研究所の事業の運営等についての検

査が実施された。

!WC/SOWER調査船の帰港

昨年11月26臼広島県綴戸田港を出港し、

!WC/SOWER調査に従事していた昭商丸及び

第2昭商丸が3月27日綴袋まま市田浦港に帰滋し

た。

河船l立荷アメリカ・ホーン静穏方海域でI者大

洋監事類・生態系調査及びその往復航海における

南半球E室長車類の分布、目視調主去によるf育報の収
集等を行った。両船にはIWCc富際調まま及として

7カ00延べ8名が梁紛した。

職員の採用J.kぴ退職
4月1日付で、研究部E生態系研究室に安永玄太、
語審査部観測調資家に木和閏広司を採用し、鮎川

実験場に嘱託として榊苦手男を採用した。また、

3月31日付で、研究部資i際、分類研究箆阿部究
明が退職した。

第13次南極海鯨類捕獲認査船団の帰港

昨年11月9日に下i鶏滋を出滋した調盗船聞は
5ヶ月余りの潟査統海を終えて、 4月4日に問

視・銀銭飴jJj新丸が悶王寺の田熊港に、第H詰丸

と第25利丸が下関滋に、 4月6臼に調査母紛日新

丸と目筏若手門船第2共草野丸が却1111&滋に、それぞ

れ綴洛した。

今回の調査では過激な漆擦問体であるグリー

ンピースから昨年12月初日から本年1月16日に

かけてゴムボートや大型船（アークティック

サンライズ号・ 949トン）を使った妨密行為を繰

り返し受けたにもかかわらず、調査は願書喜に進

み、ミンククジラ探本439頭を採取して終了し

た。

今回の調査ではミンククジラ1,773群7,559頚

という調査史上議大の発見があり、ザトウクジ

ラについても年々発見が増加傾向にあるが、今

問も747若手1,453~！！の発見があったことが特徴付
けられる。

18ー

第11白ワシントン条約締約国会議（CITES)

の調｛窪

4月10日から20日までケニアのナイロピで関

鍛され、当研究所から大隅理事長をはじめ役職

員5名が参加した。
今回の会議においても日本とノルウヱーが従
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察したミンククジラの悶際取引規制緩和（ダウ

ンリスティング）は採択されなかったが、 50カ

箆近い国の賛成が得られたことは、参加国の半

数近い閣が鯨類資滋の持続的利用について理解

を示していると言える。

週刊誌への広告掲載

第11閉ワシントン条約締約国会議（CIT百S）の

閲悠に呼応して、週刊初日、週刊文春、週刊新

潟の3誌に当研究所の捕鯨問題に関する主張に

ついて，意見広告を掲毅した。

第33図水産主雪量事管理談話会の関催

当研究所主連滋管理研究センターが主｛産する標

記会合が、 4月24日午後に日本水産資源保護協

会研修室において23名の参加の下で閲｛監され

た。今回は、水産庁i皐洋水産研究所の永延幹男
氏が rrngg;zooo年CCAMLRIT盟燦共同によるi溺
洋丸雨穏オキアミ生態系一斉調ままの概要と展

望j、当研究所の田村カが「南綴泌のオキア

ミを巡る争い ーヒゲクジラ類を中心として

」と題する話題を提供し、それらの話題につ

いて質疑応答が行われた。

捕獲調査給の一般公開

総長軍捕獲調査と抜書事を巡る諸問慾について留

民の理解を得る目的をもって、全国各地で毎年

l間開催してきた捕獲量司王ま飴のー般公llfilが、割I[
路市直tl港で4月初、 30日の28間開催された。公

関されたのは調盗母船日新丸と問視・採3経由告5話
新丸であったが、まだ厳しい怒さが残る中での

開催にもかかわらず、 13,700人の来場者で賑わ

った。また、一般公開を記念して、水産庁参事

官小松正之氏が「鯨と悶際悩1勢についてj談演

を行った。

第13次南極海鯨類播獲調査副産物騒売勉

強会の開催

5月17日捕獲調査部産物1,843トン（ミンクク

ジラ439頭分）の販売処理について水産庁長官に

対する示認申請に先立ち、流通関係業者、地方

公共団体等の関係者の参加を得て、 R坂売勉強会
を閲｛佳したe

販売方法、販売価絡等について怒兇交換の後、

日本捕鯨協会から「鯨肉の在庫滋詩型盗結果概要j

の報告があり、 ill研究所からは「鱗類食品にお
ける水銀汚染について」の報告を行った。

当研究所理事会の鰯催

5月18臼当研究所会議室において現若手会を開

催し、森本稔氏のill研究所顧問就任が承認され
た。

CITES報告会及び第521911WC年次会議事

前説明会の弱催

ケニアのナイロピで関催されたワシントン条

約締約国会議の報告会とオーストラリアのアデ

レードで開催される第52問問re年次会議の事前
説明会が5月22日から6月2日にかけて全国10ケ

所で開催され、 ill研究所から大隣理事長外役良
が参加した。

日本鯨類研究所関連出版物等（2000年間～2000年5月）

［印刷物］

当研究所・鯨研通信405.28pp.日本館類研究所，2000/3.

当研究所 クジラ皇室潟の効果的な務査は如侭にして実現できるかワ（改訂版）。 4pp.日本鯨類研究所，

2000/3. 

ill研究所： Management of Whale Meat Distribution in the Japanese Market （改訂版）.4pp. The 
Ins ti血栓ofCeatcean丑e配置ch,2000/3. 

当研究所・日本が実施しているミンククジラの捕獲潟まま似訂版）。 4pp.日本監事類研究所，2000/3.

当研究所 大切なことを；忘れていませんかっ末永く海！￥－生物淡滋を利用していくために。 4pp.日本
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直立時fi晶 Ii?

車車類研究所／海の幸に感謝する会，2000/3.

当研究所 Didn’twe forget so皿e出mg?How to use marine living resources m田ly.4pp. The Institute of 
Ceatce開設esearch/TheRiches of the Sea, 2000/3. 

当研究所： C江主SCOPll鯨のダウンリスティング提案。 4pp.日本鯨類研究所，2000/3.

当研究所・ CITESCOP 11 JAPAN’S WHALE DOWNLISTING PROPOSAI.S. 4pp.百 eInstitute of 

Ceatce血豆e配置di,2000/3. 

当研究所 C口ESCOP 11 PROPOSillONS JAPONAISES DE DECIASSEMENTS DES ESPECES DE 

BALEINE. 4pp. Insti加tde Resherche des Cetaces, 2000/3. 

当研究所 CITES COP 11 PROPUESTAS DE JAPON SOBREτ"RANSFERENCIA DE BALLENAS. 4pp. 

Institute de Investigaci6n de Cetaceos, 2000/3. 

当研究所： CITESの決定は!WCに関連させるべきではありません。 6pp.13本線類研究所，2000/3.

当研究所・ CITESDECISIONS SHOULD NOT BE LINKED TO THE !WC. 6pp. The Institute of 

Cetacean Research, 2000/3 

当研究所： LAS DECISIONES DE CITES NO DEBE悶ANVINCUIARSE A LA CBI. 6pp. Instituto de 

Investigaci6n de Cetaceos, 2000/3 

当研究所： LES DECISIONS DE LA C江主SNE DOIVENTPAS t双ELIEES A LA CBI. 6pp. Institut de 
Recherche des C吾tac邑s,2000/3. 

当研究所．古い商主義捕監事から新たな持続蛾鯨へ。 4pp.日本鯨類研究所，2000/3.

当研究所・ FROMOLD COMMERC仏LWHALING TO NEW SU訂1¥!NABLEWHALING. 4pp.羽田

Institu担ofCetacean Research, 2000/3. 

>!3研究所： DE L'ANCIENNE C狂ASSEBALEINERE COMMERCIALE A LA NOUVELLE CHASSE 

DURABLE. 4pp. Institut de宜echerchedes Cetaces, 2000/3. 

当研究所 DE LA ANTICUADA CAZA COMERCIAL A LA NUEVA BALLENERIA SUSTENTABLE. 

4pp. lnsti旬tode lnvestigaci6n de Cetaceos, 2000/3. 

当研究所鯨の資源滋は'411ji¥です。 J;J;:!ifはここにあります。 6pp.日本鯨類研究所，2000/3.

当研究所： WHALES ARE ABUNDANT He回 are出efac胎！ 6pp.百ieI部品tuteof Cetacean Research, 

2000/3. 

当石月究F斤 LES BALEIN茸SSONT ABONDANTES Voici Jes faits! 6pp. Institut de Recherche des 

C是旬C是s,2000/3. 

当研究所 HAYBALLENAS EN ABUNDANCIA iEsta es la realidad! 6pp. Instituto de Investigaci6n de 

Cetaceos, 2000/3. 

当研究所何か忘れていませんか？ 鯨類と人間の食綴。 4pp.日本鯨類研究所，2000/3.

当研究所： DIDN’TWEFORG町 SOMETHING?CETACEANS AND FOOD FOR HUMAN阻ND.4pp. 
The Institute of Cetacean Research, 2000/3 

当石iii~~ ？.斤： N’AVONS·NOUS PAS OUBLIE QUELQUE CHOSE? LES CETACES ET LES 

NOUR丑ITU豆ESPOUR L'HUMANITE. 4pp. Institut de Recherche des Cetaces, 2000/3. 

当研究所：mo OLVIDAMOS AIβO? LOS CETACEOS Y EL ALIMENTO PARA LA HUMANIDAD. 
4pp Instituto de Investlgac16n de Cetaceos, 2000/3. 

>!3研究所．カンガルーとクジラ。 2pp，日本主主類研究所，2000/3.、

当研究所 KANGAROOS AND WHA凶 S.2pp. The Institu恒ofCetace叩 Research,2000/3. 

当研究所・ぬngourouset Baleines. 2pp. lnstitut de Recherche des Ce匂ces,2000/3. 

当研究所： C必IGUROSY BALLENAS. 2pp. Instituto de Investigaci6n de Cetaceos, 2000/3. 

当研究所・水産資滋管理談話会報22.31即日本鯨綴研究所資源管迎研究センター，2000/4.

当研究所 （鮮総広告）76万mtミンククジラl立堅証密です。週刊新潮2000/4/20.
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当研究所・（雑誌広告）76万頭e ミンククジラは毅密です。週刊文春2000/4/20.

当研究所．（雑誌広告）76万頭。ミンククジラは畿密です。週刊初日 2000/4/28.

当研究所：（新関広告）76万頭ョミンククジラは1*~です。みなと新樹 2000/5/15.
j漆語道良弘： i苦闘櫛類捕獲iil/Jまま(JARPA）と北西太平洋鯨類捕獲語審査O肌 PN)。日本水産学会誌 66(2):

329, 2000/3/15. 

Goo企n四，D.・Ifonly Greenpeace旬Id血e仕u出aboutwhaling.The Japan Times, 2000/3/16. 
石Jii 創 西脇茂利。日本における海の附乳類の現状と人間の関係。野生動物涯学会誌 5(1):19-25,

2000. 

久保麻子 岡村簿美ー松田治.iffi脇茂利：飼育下におけるスメナリの遊泳力と呼吸数（スメナリは

運動不足か）。日本海セトロジー研究会第11回大会発表要旨： 25,200日／5/23.

村上光由。生き物を利用するということ。会水卸259:22-27,2000/ 4/28. 

村綴弘人 J十銭f！＼燃を用いた鋭生物現仔主主潟賓の鯨類調査への導入について。鯨研通俗 405:9-19,
200む／3.

西脇抑J 1998/99年皮南極f毎鯨類捕獲調査口組問概要。制fl通俗405:1-9,2000/3. 
荻野みちる・石J11 iiU ：大E型車事類のライブストランディング対応について。日本海セトロジー研究会

第11聞大会発表要旨 16, 2000/5/23. 

大関清治鯨食文化とその琢露。海3:2,2000/3. 

大関rf!f治（窃張j溜王監（訳）・鯨j鼠博物拶。 270pp. 大樹文化（台湾），2000/3/20. 
大隅清治 これからの捕鯨。漁船346:118-125,2000/4/15. 

大防消治 監事査員の生態に関するご進議の栄に浴して。御即位十年記念街］即位十年をことほぎて： 69-

70天皇陵下御即位十年奉祝姿良会，2000/4/15.

大防清治インタヒeユー録、は人娘共有の財産。みなと新I乱2000/5/15.
大限f白’治．監事の利用に関する2つの期待。 21世紀の海洋開発と拍手渡研30年の歩み： 48-49海洋厳禁研

究会，2000/5/19.

大隣t占E治 !WC総会に当たって難関を越えて殴望開く。水産タイムス，2000/5/29.
大隅務治捕鯨問題の実態e 爽62:123-128,2000/5/31. 

回中島一 資源管理の現！総と実際。水産量をi軍管政l談話会報22:2ι31,2000/4. 

［学会発表］

坂東武治・三谷日電子・高井則之ー坂本笠 炭談 窓系安定同f立体比による北iffi太平洋ミンククジラ
の摂鰐環境の解明一日 同行L対比の海域問主主。平成12年i主日本水産学会春季大会，
2000/4/2. 

藤議費良弘・中罰百吉彦・2主谷，丸子 新築聡子 後藤隆夫・周辺伝介：翠金属及び有機域主将化合物を指綴
とした北西太平洋ミンククジラの系群判別の試み。平成12年度日本水産学会春季大会，

2000/4/2. 

後藤殴夫・阿部究明・ Pastene,L. A. : mtDNAとマイクロサテライトの多型分析に基づく北関太平洋

ミンククジラの系税構造。平成12年度日本水産学会春季大会，2000/4/2.

久保麻子・岡村博~・松岡治・西脇茂利：飼育下におけるスナメリの遊泳カとl呼吸数（スナメリは
巡'!IJ不足か）。日本海セトロジー研究会第11間大会，2000/5/28.

三谷昭子・坂東武治・尚弁則之・板本廷ー f友室長.~量来安定問｛立体比による北西太平洋ミンククジラ
の摂餌潔域の解明一 I ヒゲ板に記録された摂餌綬歴の解明。平成12年度目本水産学会春

季大会，2000/4/2.

西凶伸 小池裕子・後藤総夫・ Pastene,L A. : Y染色体解析の鯨類への応用。日本生態学会， 2000

/3/24. 

ー。。
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酋閃 伸 小池裕子・後藤賎夫・ Pastene, L A : Y染色体で多製解析は可能か司鯨類での試み百三学

会九州支部，2000/5/20.

荻野みちる・石JII ilU・大型鯨絞のライブストランディング対応について。日本海セトロジー研究会
第11回大会，2000/5/28.

Pastene, LA : Management and Conservallon of Large Whales in the Context of the lntemallonal 

Whaling Commission (!WC). 25'' Meeting of the Mexican Society for Studies of Marine 

M置nmals.I.a P：田，Mexico,2000/5/7-11. 

田村 力 j蕊詩型良弘 1994-1999年における北磁太平洋ミンククジラの食性とその地域的 季節約変

化。平成12年度目本水産学会若手季大会，2000/4/2.

［放送・講演］

草案綴良弘 捕鯨の将来、そしてクジラは今どうしているのか。神戸女学院大学，2000/5/17.

松岡緋二。マツコウクジラの過去の主義務例（スーパーニユース）。フジテレビ，2000/4/7.

松岡耕二 海洋版GISを用いた南綴j高極流関側tJ語界周辺の大型鯨類分布。民主林水ill!省11~林技術会議平

成10-11年度官民交流共i司プロジェクト f海洋版GIS（地理情報システム）開発J成果報告会。

遠洋水産研究所，2000/4/17.

松附耕二 il~1羊版GISを用いた南極周極流南側境界周辺の大製鯨領分布。民主林水産省燦林技術会議平

成1ι11年皮官民交流共同プロジェクト「海洋版GIS（地理機毅システム）開発j成果報告会。

中央水産研究所，2000/4/18.

村綴弘人： GISをffJいた南極海におけるヒゲクジラ類とオキアミ類分布関係の予倣餓’析結果と今後の
課題。淡林水産省長室林技術会議平成1ι11年度官民交流共同プロジェクト「海洋版GIS（地

環悩報システム）｜羽発」成泉報告会。 i皐洋水産研究所，2000/4/17.

村語調弘人： GISを用いた荷極海におけるヒゲクジラ綴とオキアミ綴分布関係の予｛路線析結果と今後の

課題。民主林水産省産量林技術会談平成1ι11年度官民交流共悶プロジェクト「海洋版GIS（地

理悩報システム）開発J成果報告会。中央水産研究所，2000/4/18.

西脇茂利：クジラ数出劇 その後を追う（ウオツ！チャ）。フジテレヒ：2000/4/15.

大隣t宿泊： CITESと鯨淡源。築地市場内東京都議裳，2000/2/22.
大際i~J治： CITESと監事皇室i氏和由町コミュニティーセンター， 2000/3/2.

大隣諸治： C口'ESと鯨淡滋。仙台市勤労者体育館会談笈，2000/3/9.

大隅？宵治：クジラと人との関わりークジラを大切にしてきた日本人。港区郷土資料館，2000/3/11.

大隅消治：人と鯨のかかわり合い。氷見漁協研修室主，2000/3/16.

大隅f青治．鯨の跳綴｛めざましテレヒエフジテレビ，2000/3/22.
大隅f背ii古：クジラを巡る綴近の話題について考える。アルパトロスクラブ11周年会合，2000/5/13.
関村力 早く海へ 1クジラ救出は （ニュースプラス I）。日本テレビ，2000/4/7.

回村 力 I哲極海のオキアミを巡る争いーヒゲクジラ類を中心として一。第33回水ill!資源管耳目談話会，
2000/4/24. 

［新開記事］（日鯨研所蔵記事77イルより抜粋）

・臼本語版ホームページ思本豊富類研究所が開設：日干u水産経済新関2000/3/8.
・海の幸に感謝する会東京タワーでブエス 日刊水産通信2000/3/14.

4月29,30日釧路で公開南氷洋鯨類部i3笠調査紛窃歓迎する会設立・みなと新関2000/3/14.

．鯨叩fが日本語版HPを弱設：みなと新郎2000/3/14.
日本語ホームページを関設日鋭、五月水度予イムス2000/3/20.

j毎の幸フェス子ィパル 4月1目、東京タワーで：水産タイムス2000/3/20.
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立＼406 lo} 2000<1-HJ 

g認重E紛2！主が帰港南大洋鯨類・生態系調遊終わる みなと新聞2000/3/28.

r~をiii＼＇.まJ!l[に捕鯨必豊富j 船団入港前lこPR ：北海道新rm 2000;3;30_ 

認王ま扱鯨の怠'8iJllll認を法、科学的にも正当ミンククジラ捕磁調査船l到来月入浴関係者ら会見釧

路釧路新聞2000/3/30.

南氷洋のクジラH視調盗紛帰港へきょうt芝浦港に・日刊水産経済新聞 2000/3/31.
・CITES締約国会議ヲジラ 3綴挺祭ダウンリスティング水産庁、日本対応示す 日]'IJ水政経消新

P,U 2000/4/3. 

；毎の幸フェス子 fパJi< i千人が来場捕鯨漁業の重要fl'訴える使＇.§： j,泣籍紛！潟足立も みなと新rm

2000/4/4. 

南氷洋議資飴l明人j些へミンク発見、過去絞向。日刊水i!i'U副長 2000/4/4.

ミンクのひげ燃料配布海の幸フエス、クジラ試食に長蛇の列：日刊水fli1.経済新i品J2000/4/4. 
日新丸、 6日に釧路人港 臼1リ水産総済新rm2000/4/4. 

。f¥'l7J<it鯨J:!UJ.11をが終了過去最多のミンク総を政務みなと新llil2000/ 4/5. 
調資捕鯨齢、がj邑内に初寄港却II路北海道新開2000/4/6.

・£主総「日新丸jが釦｜路入港第13次南＊洋鯨主ii，務盗過去五t多の7559tiJ!確認みなと続問 2000/4/7.
捕鯨潟盗紛が初人滋母船 f日新丸j など 2~を誠意f凶｛思議l週休の妨＇：＇.1批判却11~告滋却l限各新llll 2000 

/4/7. 

・ミンク鯨計柄通リ439鋭捕獲南氷河調査船lstlが帰港水底タイムス 2000/4/10.
I持握手、識変臨｝｜…U新丸、成果上げ習lll'!Iへ 400人出席、従大に入；住式 日刊水政経済新llfl2000/ 4/11. 
尚鯨品開査団 il~水相に!iil港報告グリーンピース主義議のNZ@'(f日抗議に感謝 みなと新IUJ2000/ 4/12. 

南氷洋鯨絞調盗f討が玉沢大尽に焔港報告 El flj水産通信 2000/4/12.

規制緩和Jvs.全面I祭l1ニクジラ巡り日米火花ワシントン条約国会談・朝日新llil2000/ 4/12. 
・闘車if,，潟査対！綴資滋は確実に治大石川閲炎ら玉際大阪に報告 日刊ノドfli1.経済mrm200014/13. 
捕鯨島幸紫へデータで勝負 「頭数は使11註Jlli：論へアピール意気込む淡水省ワシントン条約会議 朝

日新館］ 2000/4/14. 

クジラ規制の緩和3案百決ワシントン条約会議 初日新郎2000/4/16.

クジラ 3穏の取引緩和百決ワシントン条約会議 読売新潟2000/4/16.

・ 2吉13次南氷洋監事長質調蕊齢、閲・石川閃長「ミンク鯨439ll!!を採集j ミ!iii<淡水火阻に；J~1'E結架線合：水産

ヲイムス 2000/4/17.

・鯨受託のダウンリス子ィング今次会議でも百決 賛成50カ筏H際保し日本主張は；完遂．日flj水産通信
2000/4/18. 

・クジラってi習えてるのワ マツコウ設多200万助、「ミンク」急増 読売新聞2000/4/18.

ワシントン条約締約国会議 アフリカゾウ クジラi得足立先送リ：朝日新聞 2000,(4/25.
・C民主S閉務 鯨奴持続的利用に理解法透・みなと新聞2000/4/26.

グリーンピースの，，，~まま妨滋 一線を越えた行動 石川関長、強い怒り・日刊水康経済新rm
2000/4/27. 

室主類指IJJ:車総王笠紛 日新丸を－般公rm29・3oal引IN制i: El Fリ水店主経済新聞2000/4/27.
・大関・日本鯨綴研究所理事長にP.Hく 新捕鯨構想、の図mすもの： iヨflj水産経淡新聞2000/4/27.
5カ月間の調斎ねぎらう 日続丸、飢餓で初の入浴式ー日刊水波経済新聞 2000/4/27.

・古車線捕獲調子t母船 f日新丸j道内初、却11路で一般公開 みなと新聞2000/5/2.
自主主長調査 マツコウ、ニタりも対象政潟、 !WCにJJ・ffijj提出・みなと新聞 2000/5/10.

ニ9 り 50~夏、マツコウ 10頭指i談 日本が!WC科学委に提出。日刊水産経済新rm200015110. 

クジラの紛を見に行こう！ l万3700人で娠わうー水政タイムス 2000/5/15.

クジラ肉の戸籍づくリ 慌漁、密紛もDNAで誠別・~）］日新rm 2000/5/16. 

23 



鯨柑f通信

築地市場内で !WCへの対応説明 大日本水産会と臼本捕鯨協会．みなと新聞2000/5/24.

ー水産庁議査捕鯨に2穏追加今夏実施目指すBi.捕鯨閣の反発必至 読売新聞2000/5/25.

｛雑誌記事］（毘鯨研所蔵記事77イルより抜粋）

・第13次南氷洋館類捕獲~~まま船団 fllU より全員i、ザ斉出港・ !fl魚、通信 2000/3.

グリーンピースが調査船聞を妨1lf母船に追裂、度重なる暴挙に怒りの声： !fl魚通信2000/3.
4月の第11回ワシントン条約締約悶会議へ Ll本政府が鋭類ダウンリステイングを提案 !ii魚通信
2000/3. 

－新コミッショナーに森本水底IT次長前任者島氏の路線引き継ぐ方針身魚通信2000/3.
・弟魚Q&A南氷洋の鯨類捕獲調査で何を調べているのですか7 !ii魚通信2000/3.
. !iii鯨再開へ向け守勢から攻勢へ大潟鯨研滋1］＞長諮る 水ilE界2000/3/1.
・G P、日新丸の調査妨答水底界2000/3/1.

・BOOK （新子rim介） 図説水緩概要村上光政箸：水皇室ttJ：界2000/3/15.
・海の宰フエス、明日開催 大水ニユースレター2000/3/31.

ーくじらの紛を見に行こう！：広報くしろ 2000/4/1.

鰯｛捕獲調査船殴を一般公開：；大水ニュースレヲー2000/4/7.

ーニュースの周辺科学的根拠の前に反論の余地失うGP：水産週報2000/4/15.

．日鯨研HP開設．水産週報2000/4/15.

・これは事｛牛だ者jl足裕司のニュースコラム生態系を守るために、鯨は捕って食わねばならんのだ

週刊SPA! 2000/5/17. 

京きな魚（編集後記）

本号が皆様のお手元に閤く頃は、アデレード

市内での第52閏!WC年次会合の爽綬中です。鯨

淡源の合耳型的利用を検討するはずの!WC内で、

滋源の如何を問わず撤鋭、を認める秘もりはない

と公言して憾らない蕊州政府の膝元での会合で

すから、どのように進展していることになるの

やら

f鯨研返信』 lこ初めて宝至上話する話題と思いま

すが、岩崎・グッドマン・まさみさんに頼んで、

アイヌ民族の捕鯨を紹介する記事を纏めて去をい

ました。岩崎さんは箇て、モラトリアムが及ぼ

す沿岸捕鯨地域社会での文化・経済的影警察につ

いて調資研究をされたことがあり、日本代表

団のメンバーとして!WC会合にも出席しておら

れました。ところで、本誌404号に掲紋した

「反捕鯨主義のまやかしとその探jの著者であ

24 

るダン グッドマン氏も長い間カナダ政府代表

として!WC会議に出防しておりました。おこ人

の出合いが!WCから始まったのは確かなはずで

すロ

前号で計蕊魚探による調査活動を報告しまし

たが、今回は邦rn堅調査航海で実施しております
海洋観測活動について紹介させていただきまし

た。上手な資源管3盟のためには生存鐙や加入盤

の悩報が霊視されがちですが、豊富類の生活環境

としての海洋構造の抱縫も大切な仕事です。同

じ時期に同じ海域で同じ規綴によって繰り返さ

れるJARPAは、鯨類の分布や餌の悩報が剛寺に

入手できることも手伝って、地球環境のモニタ

リングにも寄与するはずだと思っております。

（山村和夫）
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